
11月４・５・６日、長野県、埼玉県の3町村を
行政視察しました。総務常任委員会で

先進地に学ぶ視察報告

地
域
自
治
組
織
で
ま
ち
づ
く
り

～
長
野
県
木き

曽そ

町ま
ち
～

　
４
町
村
の
合
併
時
に
、自
治
基
本
条
例
で
あ

る「
木
曽
町
ま
ち
づ
く
り
条
例
」を
定
め
、〝
住

民
が
主
人
公
〟
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。

　

旧
町
村
ご
と
に
地
域
自
治
組
織
を
作
り
、

伝
統
・
文
化
の
継
承(

例
‥
木
曽
節
・
踊
り)

、環

境
・
景
観
づ
く
り(

例
‥
花
い
っ
ぱ
い
運
動)

、に

ぎ
わ
い
イ
ベ
ン
ト(
例
‥
夏
ま
つ
り
、音
楽
祭)

、

健
康
づ
く
り(

例
‥
通
年
の
健
康
散
歩)

な
ど
、

み
ん
な
で
つ
く
る
町
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
自
治

基
本
条
例
の
重
要
性
を
感
じ
た
。

子
育
て
支
援
で
人
口
増

～
長
野
県
南み
な
み

箕み
の
輪わ

村む
ら
～

　
現
在
の
人
口
は
、40
年
間
で
２
倍
以
上
の
約

１
万
５
千
人
に
増
加
し
た
。高
齢
化
率
は
21
．

７
％
で
県
下
最
低
、40
才
前
後
の
層
が
最
多
で

あ
る
。

　
増
加
の
要
因
と
し
て
、企
業
立
地
に
よ
る
恵

ま
れ
た
雇
用
環
境
の
ほ
か
に
、積
極
的
な
子
育

て
支
援
策
が
あ
る
。具
体
例
と
し
て
、保
育
料

の
引
き
下
げ（
平
成
17
年
か
ら
５
回
実
施
）、長

時
間
保
育
料
の
引
き
下
げ
、高
校
生
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
、奨
学
金
助
成
制
度
な
ど
が
あ
る
。

　
財
政
規
模
約
50
億
円
の
う
ち
、民
生
費
と
教

育
費
の
占
め
る
割
合
は
、45
％
も
あ
る(

平
成

24
年
度
決
算)

。

　
子
育
て
支
援
が
村
長
の
公
約
と
は
い
え
、若

者
の
移
住
・
定
住
に
効
果
が
あ
り
、本
町
で
も

生
か
せ
る
施
策
で
あ
る
。

災
害
時
の
議
員
の
動
き

～
埼
玉
県
寄よ
り
居い

町ま
ち
～

　

議
会
で
災
害
発
生
時
の
対
応
要
領
と
行

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
。こ
れ
に
も
と
づ
い
て

「
災
害
対
策
支
援
本
部
」を
設
置
し
て
議
員
は

行
動
す
る
、と
い
う
も
の
で
あ
る
。た
と
え
ば
、

被
災
地
や
避
難
所
の
調
査
、状
況
報
告
、被
災

地
で
の
救
援
活
動
、被
災
者
へ
の
相
談
・
助
言

を
行
う
。

　

こ
れ
ら
は
、行
政
の
災
害
対
策
本
部
と
連

携
・
協
力
し
て
行
う
も
の
で
、行
政
側
か
ら
情

報
提
供
を
受
け
た
り
、議
会
側
か
ら
情
報
提
供

や
活
動
支
援
を
し
た
り
す
る
。

　
本
町
議
会
で
も
、検
討
し
て
み
る
価
値
は
あ

る
。

住民の手づくりによる庭園(旧日義村)

村長も出席されて

寄居町議会だよりから
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